
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なりたい中学生になる」 
２月２０日。更別小学校 6 年生と上更別

小学校 6 年生合同で、さらべつほーぷの皆

さんによる道徳の授業がありました。 

主たる授業者は三浦さん（保健福祉課）で、

山田さん、小林さん、野々村さん、宿田さん

もサポートで加わってくださいました。 

１コマ目。まずはどんな中学生になりた

いかをイメージして、「目標達成シーン」を

絵に描きました。イメージを膨らませたり、

切り貼りしたりするためのイラスト集も用

意され、「小さな目標でもいい」「できるだけ

具体的な方が

実現しやすい」

「前向きな言

葉を入れると

いい」などの

助言もいただ

きました。 

２コマ目は

消極的な自分

を前向きに変えるトレーニング。「算数の時

間、先生が問題を出した。答えが分かったけ

れども、もし間違えていたら恥ずかしいの

で、手を挙げるかどうか迷っている」という

場面設定で、否定的にとらえ、消極的になっ

てしまいがちな自分に対して、良いところ

を見つけ前向きに行動する自分になれるよ

うにロールプレイ（役割演技）で学びます。 

子どもたちは、ワークシートに書き込ん

だ答えだけでなく、アドリブでセリフを加

え、しっかりと自分の課題としてとらえ、演

技しているところがすばらしかったです。 

最後に「感想発表」を求められ、なかなか

手が挙がらない「消極性」がうかがえたのも

ご愛敬。今日の授業を参考に、これから練習

や経験を重ねて、前向きになってくれるも

のと思います。 

【さらべつほーぷ劇団(？)の皆さんの模範演技】 

 

「上更小第３回学校運営協議会」 
同日。上更別小学校では、本年度３回目の

学校運営協議会が開催されました。 

中村校長先生からは、2 学期末の学校評

価について説明がありました。その中では、

基礎的な学力や生活習慣には向上が見られ

るものの、読書習慣の定着に課題があると

のお話がありました。学校でも図書室の環

境改善に努め、移動図書の貸出率も高いの

ですが、なかなか習慣として定着しにくい。

新年度に向けては、定期的な読み聞かせの

導入など、新しい取り組みも用意されてい

るということでした。 

委員の皆さんからは、学習発表会での児

童の活躍に地域からも高い評価が寄せられ

ていたこと。学校生活における学習と行事

のバランスが良いこと。更別小学校との交

流活動がすばらしい。可能であればさらに

機会を充実させてほしい、などの意見が出

されていました。 


